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My Oracle Supportカスタマー・エクスペリエンスの進化

この継続的な取り組みの一環として、新しいクラウド・サービス・サ
ポート・ポータルを開始します： My Oracle Cloud Supportです！ 当
初はOracle Cloud Infrastructure（OCI）およびCloud Applications（
Fusion Applications）のユーザーを対象としていますが、このポータ
ルは最終的にすべてのユーザーをサポートするように拡張される予定
です。

注: Oracle Cloud Consoleのユーザーは、引き続きそのコンソールを
使用することができます。

My Oracle Cloud SupportはOCI上に構築されており、Fusion Serviceや
Analyticsなどの主要アプリケーションを活用しています。 この最新
の基盤により、AI/MLなどの主要機能を拡張し続け、お客様のサポー
ト・エクスペリエンスをインテリジェントに向上させることができま
す。

オラクルは、お客様のエクスペリエンスと、お客様が当社の製品およびサービスで構築できる価値
のあらゆる側面の改善に継続的に取り組んでいます。
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イノベーションとデザイン戦略

My Oracle Cloud Supportポータル

AI/ML対応 高度な分析機能とAI機能により、重要な情報をいち早く顕
在化させ、より早く答えを見つけることができます。

ナレッジで導く ナレッジ主導のUIで、必要な回答、リソース、専門知識
をすばやく見つけることができます。

最新のサポート体験
セキュアでフレンドリー、インテリジェントなワークフ
ローで、オラクルはお客様のご要望にお応えします。

ユーザー重視のUX
必要なものだけを表示することで、「UI疲れ」を軽減します。
モバイル画面は、使用中のデバイスに最適化されています。

コミュニティ
他のユーザーからの回答を素早く見つけることができます。 
コミュニティ主導の回答、検証済みのソリューション、必
要な場合の追加ヘルプを利用可能です。
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機能を拡張し、アクセスを簡素化

My Oracle Cloud Supportポータル

現在の状況 3つのポータル

• Oracle Cloud Support-クラウドのお客様

• My Oracle Support -オンプレミスのお客様

• One Console - OCIのお客様

フェーズ1: 新しいMy Oracle Cloud Supportポータルの立ち上げ

• SaaS、PaaS、およびIaaSクラウドのお客様は、Oracle Fusion ServiceクラウドでホストされるMy Oracle Cloud Supportポ
ータルに移行されます（Oracle Cloud Supportを置き換えます）。

• オンプレミスのお客様は、引き続きMy Oracle Supportをご利用いただけます。

• OCIのお客様は引き続き One Console をご利用いただけます。

フェーズ2-4：Oracle Support製品のその後の移行

• ライセンス・ソフトウェアとマネージド・クラウド

• ハードウェア・リモート・サポート

• インダストリ・サポート
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本番前にポータルを探索するチャンス

プレビュー・モードでは、本稼働前にMy Oracle Cloud Supportポータルの新しいUIと機能を
確認できます。 既存のユーザーは、アカウントのセットアップ、ユーザー・グループ（移行
されたCSI）の検証、SRの作成プロセス*を確認できます。

プレビュー・アクティビティ

• 新規ログイン –既存ユーザーがテナント資格情報を使用してログイン

• 新規プロフィールページ –閲覧と編集

• KM - KM記事の検索と表示

• チャットボット -チャットボットを使ってヘルプを得る

• チャット -オラクルのサポートとチャットを開始し、機能や移行されたデータに関するヘルプを得
る

• すべての管理ページ -表示のみ。現在のMy Oracle SupportのCSIへの変更は、本稼働に向けてMy 
Oracle Cloud Supportに同期されます。

*ユーザはSRを探索することはできますが、ポータルが稼動する前にSRを作成することはできません。 サポートが必要な場合は、
My Oracle SupportでSRを作成してください。

プレビューモードとは何ですか？
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クラウド・ポータルが本稼働する前に、クラウ
ド・ポータルの詳細情報を入手するには、予定
されているウェビナーに参加するか、ビデオや
ドキュメントを閲覧するか、または今後のプレ
ビュー期間中にログインしてください。

My Oracle Cloudサポート -インフォメー
ションセンター

新しいMy Oracle Cloud Supportポータルのビデ
オとドキュメントは、インフォメーション・セ
ンターでご覧いただけます。

新しいポータルをプレビューする！

新しいポータルは、本稼働に先立ちプレビュー期間として
公開されます。 プレビュー期間と本稼働日が近づくにつ
れ、追加の連絡が送信されます。

プレビュー期間中、ユーザーはアカウント・プロフィール
を更新し、以下の新機能を試すことができます：

• ログイン -既存のクラウド認証情報を使用したログイ
ンをサポート

• プロフィールページ -閲覧と編集

• KM - KM記事の検索と表示

• チャットボット -チャットボットを使ってヘルプを得
る

• ライブチャット -オラクルのサポートとチャットを開
始します。

• すべてのユーザー管理者ページは「閲覧のみ」とな
ります。

注: プレビューモードでは、SRの作成はサポートされていません。
プレビュー中に問題が発生した場合は、引き続きMy Oracle 
SupportでSRを作成してください。

詳細情報

https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=3029131.2
https://support.oracle.com/epmos/faces/DocumentDisplay?id=3029131.2
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初日の変化

My Oracle Cloud Supportポータル
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初日の変化

My Oracle Cloud Support

サインイン

• My Oracle Cloud Supportの開始に伴い、すべてのユーザーに新しいサインイン・ページが表示されます。 このページでは、適
切なサポート・ポータルにアクセスできます。 メール・アドレスを入力するだけで、利用可能なオプションが表示されます。

移行されたサービスリクエスト(SR)

• 既存のクラウド・サービスのオープンSRは、My Oracle Cloud Supportに移行されます。 過去のSRはMy Oracle Supportに残り
ますが、編集はできなくなります。

• Cloud SRには、My Oracle Cloud Supportで新しい番号が付与されます。 元のSR番号は参照用に保持されます。

ユーザーグループ権限

• My Oracle Cloud Supportでは、CSIは「ユーザーグループ」に置き換えられています。

• 新しいユーザーグループは、CSIと同じ名前で作成され、シームレスな移行を助けます。

• ユーザ管理者(CUA)は、ユーザがSRデータを閲覧するために適切なユーザグループとアクセスレベルが割り当てられていること
を確認します。

クラウドサービス以外のSR

• クラウドサービス以外のSRは、My Oracle Supportに残ります。

• これらのSRへのリンクは、My Oracle Cloud Supportの「Open SRs for non-cloud products」セクションに記載されています。

• これらのSRのいずれかをクリックすると、My Oracle Supportに新しいウィンドウが開きます。
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初日の変化

My Oracle Cloud Support

サインイン

• My Oracle Cloud Supportのリリー
スに伴い、新しいサインイン・ペ
ージが表示されます
https://support.oracle.com

• メールアドレスを入力すると、シ
ステムがルーティング先を特定し
ます：

• オラクル・クラウド・インフ
ラストラクチャとクラウド・
アプリケーション

• オラクルのハードウェア、ソ
フトウェア、マネージド・ク
ラウド

• その他、オラクル・ホスピタ
リティ、フード＆ビバレッジ
など。

移行されたサービスリ
クエスト

• すべてのオープン中のクラウド
SRは移行され、ホームページに
リストされます。

• SRセクションは2つあります：

• お客様が注意を要するサービ
スリクエスト

• オラクルで作業中のサービス
リクエスト

• My Oracle Cloud SupportのSRに
は新しい番号が付きます（例：4-
0000001）。 元のMy Oracle 
SupportのSR番号は参照用に保持
されます。

非クラウドSR

• クラウドサービス以外のSRはMy
Oracle Supportに残ります。

• My Oracle Supportで1つ以上のSR
をオープンしている場合、My 
Oracle Cloud Supportのホームペー
ジには、オプションで3つ目のサー
ビス・リクエスト・セクションが
表示されます： クラウド製品以外
のオープン・サービス・リクエス
ト

• これらのSRには、My Oracle 
Supportのサービス・リクエスト・
レコードへのリンクが含まれます
。

• リンクを選択してMy Oracle 
Supportを新しいタブで開き、SSO
を使用してサインインします。

• Oracle Cloud Supportポータルは元
のタブで開いたままです。

ユーザーグループの資格

• 顧客サポート識別子（CSI）の代
わりにユーザーグループを使用
してユーザーを管理するように
なりました。

• ユーザーグループのメンバーシ
ップは、SRへの可視性とアクセ
スを促進します。

• ユーザーグループは、ユーザー
管理者（CUA）によって管理さ
れます。

• ユーザーグループにより、CUA
は必要に応じてより細かいレベ
ルでテナンシへのアクセスを管
理することができます。

https://support.oracle.com/


Copyright © 2024, Oracle and/or its affiliates11

私たちがご案内します

新規ユーザーアクセス

Oracle Cloud Supportポータルには、メールアドレスを使用して適切なOracle
Supportオプションを特定できるインテリジェント・ルーティング・システムが
あります。

新しいEメールアドレスが入力されると、システムは新しいユーザーを識別
し、” We don’t recognize your email”というメッセージを表示します。 ユーザー
は適切なアカウントをセットアップするよう案内されます。

クラウド・オプション：

1. 商用クラウドアカウント

2. オラクルアカウントの作成

非クラウドまたはその他：

3. My Oracle Supportアカウントの作成

4.その他

必要であればチャットボットも利用できます。

1

2

3

4
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必要なときに迅速な回答 -必要なときに支援

ポータルの主な利点

Oracle Searchは、事前定義された検索、フィルター、および入力中に提供されるインテリジェ
ントなソリューションにより、簡単にアクセスできるように設計されています。 結果は次の
セクションで表示されます：

• ナレッジ

• ドキュメンテーション

• コミュニティ

コミュニティは強力なリソースです
• 不要な労力を費やすことなく、既知の解決策を発見するために、自分と同じような他者の力を活用します。

チャットボットは、ポータルのどこにいるかに基づいて、コンテキストに関連した提案でヘル
プを提供することができます。

• サインイン

• ホームページ

• SR作成

オラクル・ガイデッド・ラーニング（OGL）
• ページ固有のリンクを持つウィジェット

• 必要なときに、必要な場所で、オンデマンドのサポート

• ポータルと「サービスリクエストの作成」フロー内のスマートなヒント。
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セキュリティが最優先

オラクル・サポート
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セキュリティ

My Oracle Cloud Support

多要素認証* (MFA)

複数の検証ステップにより、パス
ワードが漏洩した場合でもビジネ
スデータを保護し、不正アクセス
の可能性を低減します。

以下のいずれか2つを含みます：

• 知っていること（例：パスワ
ード）

• 持っているもの（例：携帯電
話などのデバイス）

• あなた自身を示すもの（例：
指紋やその他の生体認証）。

注：本稼働時、MFAはOCI顧客に
対してのみ有効です。

アクセス・ガバナンス

一元化されたアクセス・ガバナン
スは、組織のアクセス・コントロ
ール・ニーズを全社的にオーケス
トレーションします。

• イベント・ベースおよび時間駆
動型のユーザー・アクセスおよ
びポリシー・レビュー

• 効率的な従属アカウント管理

• 一元化された企業全体の可視性

• 簡単なデータ同期。

セキュリティPINの要
件

Oracle Supportにお電話いただく
際、企業アカウントへのアクセス
を保護するため、セキュリティ
PINが必要になりました。

Account > Preferences でセキュ
リティPINを作成します。

オラクル・サポートに電話する際
、このPINの入力を求められます
。

ダウンロード制限

ファイルをダウンロードする必要
性を削減します。

ファイルへのアクセスは、セキュ
アデスクトップまたは当社のファ
イルシステム内に存在するツール
を使用します。

NEW NEW
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カスタマー・エクスペリエンス

My Oracle Cloud Support
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サポートにアクセスするためのシングルサインインページ

My Oracle Cloud Supportの開始後、すべてのサポート・ユーザーには、サ

ポートを受けるための適切な場所を案内する新しいユニバーサル・サイン

イン・ページが表示されます。https://support.oracle.com

目的に応じてサインインオプションを選択します：

• Oracle Cloud InfrastructureとCloud Applications 

• オラクルのハードウェア、ソフトウェア、マネー

ジド・クラウド

• その他（オラクル・ホスピタリティ、フード＆ビ

バレッジを含む

https://support.oracle.com/
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Oracle Cloud InfrastructureとCloud Applications

サインイン初日の体験｜既存ユーザー

1. 誰もが新しいサインインページを見ること
になります。ここから始めてください。

2. メールアドレスで商用クラウド・ユーザー
であることが確認され、システムから
Oracle Cloud InfrastructureとCloud
Applicationsとしてのサインインが提案さ
れます。OCIまたはクラウド・テナンシを
使用してMy Oracle Cloud Supportにサイ
ンインします。

3. 選択したテナンシがIDドメインとともに表
示される。

4. 最後のステップはサインインです。OCIの
ログインIDはメール・アドレスと異なる場
合があります。

1

2 3

4
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オラクルのハードウェア、ソフトウェア、およびマネージド・クラウド

サインイン初日の体験｜既存ユーザー

1. 誰もが新しいサインインページを見ることになります。
ここから始めてください。

2. お客様のメール・アドレスは認識され、お客様がオラ
クルのハードウェア、ソフトウェア、およびManaged
Cloudのユーザーであることが定義されます。

3. Oracle SSOを使用してMy Oracle Cloud Supportにサイ
ンインします。

1

2

3
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既存ユーザー

初日のサインイン体験

1. 新しいMy Oracle Cloud Supportポータルが稼動すると、どの
サポート・システムで操作しているかにかかわらず、すべての
サポート・ユーザーに新しいサインイン・ページが表示されま
す。メール・アドレスを入力して続行します。

2. お客様のメール・アドレスを使用して、サポートオプションを
特定します。 必要に応じて、「その他」を選択してください
。

選択したCustomer Support Portalに移動し、Oracle SSOまたは
クラウド認証情報を使用してサインインします。

1

追加オプシ
ョン

2
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ホームページ

答えや解決策をすばやく見つけたり、助
けを求めたりするための「本拠地」です
。 主なセクション:

1. ナレッジ、SR、コミュニティを横断し
たグローバルなソリューション検索

2. ニュースとアラートをチェックする

3. SRリストには、未解決の課題が標準的
なカテゴリーで表示される：

• Needs attention

• Oracle working

• Link to open SRs in MOS.

4. チャットボットがお手伝い

5. サービスリクエスト作成ボタン

6. アカウント情報、管理

3a

1

2

4

6

5

3b

3c
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検索結果と標準セクション

検索とナレッジ

ホームページの検索バーに検索したい項目を入力してください。

検索結果ページには、標準的なセクションが表示されます：
Knowledge、Documentation、Communitiesです。

これらのセクションの詳細は次のスライドで説明します。



Copyright © 2024, Oracle and/or its affiliates22

標準的な結果セクション

検索とナレッジ

ナレッジ

ナレッジ記事をクリックすると、新し
いドキュメント・ウィンドウが開きま
す。

ドキュメンテーション

検索結果のトップ3が表示されます。

結果をクリックすると、
https://docs.oracle.comへのリンクが新
しいタブで開きます。

さらに結果を見るには “view more” をク
リックしてください。

コミュニティ

ユーザーコミュニティから寄せられた
同様の問題の上位結果がリストアップ
されます。

リンクをクリックすると、「Cloud 
Customer Connect」へのリンクが新し
いタブで開きます。

さらに結果を見るには “view more” を
クリックしてください。

https://docs.oracle.com/
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サービスリクエストを検索

検索とナレッジ

ホームページの検索バーに検索したい項目を入力してください。「 SR番号」か「サマリー」で検索可能。

フィルターアイコンをクリックしてフィルターメニューを開き、必要なフィルタータイプを選択します。
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記事の選択例

ナレッジ記事のフレームワーク

1. 特定のトピックを検索します。
例：” How to update TLS certificate” 

2. 「 Knowledge and Solutions 」をクリック

3. お勧めの記事からお選びください。

1

2

3



Copyright © 2024, Oracle and/or its affiliates25

記事例

ナレッジ記事のフレームワーク

1. 左側には、タイトル、記事ID、
最終編集日、他のユーザからの
評価の平均が表示されます。

2. 右側には、記事の概要、解決策
、原因、再現可能なステップ（
もしあれば）、ユーザーからの
フィードバックが表示されます
。

3. 右側にある "記事のフィードバッ
ク "であなたの体験を評価するこ
とができます。

平均評価

1

3

2
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サービスリクエスト（SR）の作成

サービスリクエスト機能

ソリューションの検索はかつてないほど簡
単になりました。 ほとんどの問い合わせ
は、既存のソリューションを発見する簡単
な検索で解決できます。さらにサポートが
必要な場合は、チャットボットがご案内し
ます。

SRを作成する必要がある場合(#1)、アプリ
は特定の問題をサポートするために必要な
フィールドのみを要求し(#2)、プロセスを
より早く完了させます。

オラクルのインテリジェントなナレッジ・
マネジメントは、追加の詳細が利用可能に
なると、ソリューション（#3）を提案しま
す。オラクルの目標は、新しいSRを登録す
ることなく、迅速に回答を得られるように
することです。

1

2

3
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アクティビティ・タブ

サービスリクエスト

アクティビティ・タブで利用可能なアク
ションは以下の通りです：

1. サービスリクエストにメッセージを追加

2. サービスリクエストにファイルを追加（自
動的にDetailsタブに切り替わります）

3. このサービスリクエストに関連するメッセ
ージを並べ替える

4. このサービスリクエストに関連する特定の
メッセージタイプをフィルタリングします
。

サービスリクエストの左セクションには2つのタブがあります：アクティビティと詳細です。 どちら
のタブでもいつでも作業できます。

1

2

3 4
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詳細タブ

サービスリクエスト

詳細タブで利用可能なアクションは以下の通りで
す：

1. サービスリクエストのクローズ要求

2. マイルストーンの追加

3. カスタマリファレンス番号の追加（オプション
)

4. 連絡先の追加・変更（主連絡先の変更など）

5. ファイルを追加する（2つのオプション）：
PI/CI/HIPAAを含む、または含まないファイル
に基づいてセクションを選択します。

6. 添付ファイルはこのエリアに表示されます。
“Request Manager Action” ボタンは、特定のアカ
ウント（「詳細」セクションと「連絡先」セクショ
ンの間）でのみ利用可能です。利用できない場合、
ユーザーはSRでマネージャーアクションを要求する
メッセージを作成することができます。

1

2

3

4

5

6
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移行後の管理機能

1. ユーザとユーザグループの管理は、ユーザ管理者(CUA)の責任
です。 これらの画面では、ユーザをユーザグループに割り当
て、SRの可視性とセキュリティを管理することができます。

注：既存の管理者は、CSIから同じ役割を持つユーザグル
ープに移行されます。

2. また、ユーザーグループへの SaaS 環境の割り当てを管理する
こともできます。

1

2
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分析概要

サービスリクエスト機能

My Oracle Support Analyticsは、検索バ
ーから起動する定義済みのセルフサービ
ス・ダッシュボードです。 SRアクティ
ビティに関する複数のインタラクティブ
な視点を提供します。
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アナリティクス｜ユーザーレベル

サービスリクエスト

最初の4つのセルはサマリ表です。

日付範囲を選択し、”Apply” ボタンをクリックします。

• このシステムでは、最大1年間の日付範囲を指定できます。
• カレンダーは、指定された間隔よりも早い開始日を許可しません。

ダッシュボードのコンテンツはインタラク
ティブです。 データコンポーネントをク
リックすると、より詳細な情報を得ること
ができます。
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ユーザーグループ詳細

My Oracle Cloud Support
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ユーザーグループ

テナンシとSRのアクセスモデル

1. CSIの代わりに「ユーザーグループ」がアクセスおよびデータ/SRの
可視性を制御するようになりました。この構造により、管理者はテ
ナントごとにユーザーをグループ分けする柔軟性が増しました。

2. 移行時に「CSI」は移行され、同じ命名規則で新しい「ユーザーグル
ープ」が作成されます。

3. 既存のユーザ管理者（CUA）は、これらの新しいグループの管理者
として移行されます。

4. ユーザーには、割り当てられたグループの下にSRが表示されます。

注意: テナンシは「ユーザーグループ」の親です。 各テナンシには
、テナンシによって命名されたデフォルトのユーザ・グループがあ
ります。 このデフォルトグループは新規ユーザが最初に割り当てら
れる場所です。

Default Tenancy 
User Group

ABC株式会社（組織）

Dev User Group Prod User Group 

管理者 ユーザー

デフォルト・ユーザー
・グループのSR

ABC IaaSFusion HCM

My Oracle Cloud Support - SR Visibility論理アクセス・モデル

Fusion HCMには3つのユーザー
グループがあります。

デフォルトのユーザーグル
ープ連絡先

SR

組織テナンシ

テナンシ



Copyright © 2024, Oracle and/or its affiliates34

CSIからユーザーグループへの移行シナリオ

シナリオ 関係 結果

1 テナンシとCSIは1対1の関係（シンプルなユースケース） 1つのオリジナルCSIから1つのユーザーグループへ移行

2 テナンシとCSIは1：Mの関係 N個のオリジナルCSIを N個のユーザー・グループに移行

3 テナンシと CSI はM:1 の関係（例：同じ CSI が複数のテナンシに存在
する）。

テナンシごとのCSIに対して、テナンシごとに1つのユーザーグルー
プが作成される

4 CSIとテナンシはM:Mの関係 1テナンシにつきN個のCSIに対してN個のユーザーグループが作成
される

シナリオの詳細 移行時に、各テナンシに新規ユーザーを受け入れるデフォルトのユーザーグループが作成されます。
CUAは、その裁量でユーザーを定義されたユーザーグループに移動させることができます。 さらに

1. テナンシがCSIと1対1の関係にある場合：
a. 移行したCSIと同じ名前で、My Oracle Cloud Supportに追加のユーザー・グループが作成されます。

2. テナンシがCSIと1対多の関係にある場合：
a. 移行された CSI ごとに、追加のユーザーグループが作成されます。

3. テナンシがCSIと多対1の関係にある場合：
a. テナンシ毎に追加のユーザー・グループが作成されます。

4. テナンシがCSIと多対多のリレーションシップを持つ場合：
a. 追加のユーザー・グループは、テナンシごとに CSI ごとに作成されます。
b. テナンシのすべてのユーザーグループのCUAは、デフォルトユーザーグループのCUAとなります。

注：テナンシは商用パブリック・クラウド・レルムに基づいています。 その他のレルムは別
扱いとなります。 詳細はサポート担当者にお尋ねください。
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APPENDIX
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私たちが販売しているものと同じクラウド上に構築されている

My Oracle Cloud Support

• Fusion Service はコア・サポート機能を提供する
• Visual Builder（VB）を使用して開発された顧客ポータル
• Oracle Integration Cloud（OIC）とOracle Container Engine for Kubernetes（OKE）を使
用して構築された、独自のファイル診断機能とSR自動化機能。

カスタマ
ーポータ
ル

サポート・
エージェン
ト・ポータ

ル

サービスリクエスト管理

ナレッジ・マネジメント

SRアサインメント

OCIで構築されたファイル処理 診断分析

チャット／チャットボット
(オラクル・デジタル・アシス

タント）

アナリティクス
(Oracle Analytics 、Fusion Analytics Warehouse）

お客様 サポート
エージェント
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私たちがご案内します

新規ユーザー登録

クラウド(OC1) インフラとクラ
ウド・アプリケーションのサポ
ート

クラウド（OC1以外）インフラ
ストラクチャーとクラウドアプ
リケーションサポート、または
クラウドアカウントを知らない

ハードウェア、ソフトウェア
マネージドクラウド

クラウド（ハイブリッド）イン
フラとクラウド・アプリケーシ
ョン、オンプレミス・ライセン
ス・サポート

オプション1 オプション2 オプション3 オプション1、2、3

• 商用クラウドアカウントで
サインイン

• OCI認証情報を入力

• クラウド・アカウントを
My Oracle Cloud Supportア
カウントに関連付ける

• 利用規約に同意し、プロフ
ィールを記入する

• ステータスが「管理者の承
認待ち」となっているMy 
Oracle Cloud Supportプロ
フィールに移動します。

• オラクルアカウントの作成

• 新しいオラクルアカウント
を有効にするための電子メ
ールの確認

• オラクルアカウントとパス
ワードでサインインする

• 本人確認のため、サブスク
リプションIDとアカウント
名を入力してください。

• プロフィール

• ステータスが「管理者の承
認待ち」となっているMy 
Oracle Cloud Supportプロ
フィールに移動します。

• My Oracle Supportアカウ
ントの作成

• 新しいアカウントを有効に
するために電子メールを確
認する

• オラクルアカウントとパス
ワードでサインインする

• CSIへのアクセス要求によ

るオラクルアカウントへの
接続

• 利用規約に同意し、プロフ
ィールを更新する

• 登録完了、CUAの承認待ち

• オプション1 -商用クラウ
ドアカウントでサインイン
する

• オプション2 -クラウドア
カウントを知らない、また
は持っていない：
オラクルのアカウントを作
成する

• オプション3 - My Oracle 
Supportアカウントを作成
する

1

2

3

4
他のすべてのユーザーはオ
プション4を選択する。
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CSIからユーザーグループへの移行：1つのCSIを1つのテナントに

CSI 
12345678

テナンシABC 
IaaS

12345678
テナンシABC 

IaaS

CSIの説明 Null

ユーザーグループ名 12345678

説明 オラクルがテナンシABC IaaS用に作成したデフォルト
のユーザーグループ

• レガシーCSI 12345678のCUAが管理者となります。

• ユーザーは同じ役割と権限で移行されます。

レガシー

MOS2FS
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1つのテナンシに複数のCSI

CSIからユーザー・グループへの移行

CSI 
45678901

テナンシ・
Fusion HCM

テナンシ
Fusion HCM

ユーザーグループ名 45678901
説明 移行によってレガシーCSIのために作成されたユーザーグループ。
• レガシーCSI 45678901のCUAが管理者となる。
• ユーザーは同じ役割と権限で移行されます。

CSIの説明 Null

テナンシ
Fusion HCM

ユーザーグループ名 12345678
説明 移行によってレガシーCSIのために作成されたユーザーグループ。
• レガシーCSI 12345678のCUAが管理者となる。
• ユーザーは同じ役割と権限で移行されます。

CSI 
12345678

テナンシ
Fusion HCM

デフォルトのユーザーグループ名デフォルトユーザーグループ
説明オラクルがテナンシ Fusion HCM用に作成したデフォルトのユーザーグループ
• レガシーCSI 12345678およびCSI 45678901のCUAは、デフォルトユーザーグループの管理者
として移行されます。

レガシー

MOS2FS

12345678

45678901
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初日｜サインイン体験

My Oracle Cloud Support

移行したクラウドユーザー、OC1以外のユーザー、およ

び非商用パブリッククラウドユーザーは、既存の

Corporate SSOを使用してサインインします。

MOSユーザーは
認証のために

Corp SSOにログ
インします。

support.oracle.com
(ユーザーのメール
アドレスを使用し
たサポート・オプ

ション）

Fusion MOS ポ
ータルへ

OCIのログイン画面
を表示する

現在の
MOSポータル

クラウドユーザ
ーはOCIのテナン
ト名を入力する

。

OCIテナンシ認証
にログインする

OC1ユ
ーザー
ですか
？

Yes
No

クラウ
ドユー
ザー？

No Yes

移行したMOSおよ
び非商用パブリッ
ククラウドのユー
ザーは、認証のた
めにCorp SSOにロ
グインします。
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プレビュー

新しいMy Oracle Cloud Supportポータル。
Innovation. Intelligence. Automation.

プレビュー期間中は、コミュニティ、ナレッジ、検索、チャットボット、サービスリクエストおよびプロファイル管
理について、ユーザーの皆様にお試しいただく予定です。 プレビュー期間中はSRの作成はできません。

プレビューは2024年10月18日（日本時間）から利用いただけます。

アクティブなサービス・リクエストの表示や新しい問題の登録については、新しいポータルが稼動するまで、引き続
きMy Oracle Supportをご利用ください。
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